















平成 28 年４月の文部科学省「教育の情報化加速化プラン」や平成 28 年６月の閣議決定
で示されたように，国を挙げて教育の情報化が進められる中，教員養成課程においては授





























































 ICT 機器を活用した授業の実施前と 11 回以降の授業の２回実施し，ICT 機器を活用する
授業が，ICT 活用指導力に与える影響を観察した。ICT 活用指導力は「A 教材研究・指導
の準備・評価などに ICT を活用する能力」，「B 授業中に ICT を活用して指導する能力」，























ている。平成 29 年度の受講生は，初等教育教員養成コース２年次生約 170 名であった。
































型演示実験講義（Interactive Lecture Demonstrations; ILDs）[3]を行ったので，その報告を行

























































込んで授業設計に活かす段階まで，学生の意識と ICT 受容能および ICT 技能が高まってく
れていることに，本共同研究プロジェクトの継続性の意義が現れていると考えている。

図３ 「卒業論文」および「化学教材内容実験」における ICT 活用教育の様子。左はテー























































年度は 19 名の受講者であった。受講者は，これまでに視覚障害心理学の授業で必携 PC を
活用した授業を経験しているものの，PC や ICT の日常的な活用の頻度や質には大きな差












 本授業ではインタラクティブプロジェクタの操作と合わせて PC の操作も頻回であった
ため，どちらの操作法についても親しみ，自らが考えて操作できる場面が増えてきたよう
に感じられた。投影距離が短く，スクリーン画面上に直接書き込めるインタラクティブプ




文部科学省が実施している ICT 活用指導力の調査用紙[5]を用いて，ICT 活用授業の事前お
よび事後における比較調査を実施した。ICT 活用能力には３つの項目があり，それぞれ「A
教材研究・指導の準備・評価などに ICT を活用する能力（以下，項目 A：教材研究等での
活用）」・「B 授業中に ICT を活用して指導する能力（以下，項目 B：授業中での活用）」・
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定した ICT の活用であったため，「C 児童生徒への指導力」の向上が確認できた。
このように，文部科学省が示している調査項目である ICT 活用指導力（項目 A〜C）お







践と効果検証」シンポジウムを今回はじめて開催した。実施日は 2017 年 12 月 12 日(火)，
時間は 13:30～16:50，会場は広島大学教育学部 K201 室であった。プログラムと登壇者等
は以下の通りであった。






13:30 ～ 13:35 開会挨拶          渡辺 健次（技術・情報教育学講座）
13:35 ～ 13:45 研究プロジェクト紹介    網本 貴一（自然システム教育学講座）
13:45 ～ 14:15 クリッカーを用いた授業実践 梅田 貴士（自然システム教育学講座）
14:15 ～ 14:30 休憩
14:30 ～ 15:30 基調講演 「公立高校における ICT 教育の推進と環境整備について」
平田 篤史（大阪府立東百舌鳥高等学校）
15:30 ～ 15:45 休憩
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